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部品ｶﾀﾛｸﾞ収集 「Parts_URL_R_マクロの使用方法」 

 

0.機能 

 支給された部品表の資料をインターネットで探すためのマクロです。 

 複数のサイトのURLにリンクします。 

 どれでも駄目な場合は一番右の「Google」で検索してください。 

 

使用方法 

1.「URL」シートにて 

 A列の2行目以降に調べたい部品の型番を貼り付けます。 

2.「リンクURL生成」ボタンを押すと、型番名に各サイトへのハイパーリンクが 

 張られます。 

 そのリンク先をダブルクリックすると、規定のインターネットブラウザが起動して 

 その部品の情報が表示されます。 

 

※「検索サイトのURL」+「型番」でハイパーリンクさせています。 

もし、その検索サイトのURLが変更されてしまうとリンクされなくなります。 

その場合、マクロ内の「検索サイトのURL」の文字列を修正する必要がでてきます。 

 

追加機能 

後半(6文字以降)に括弧がある場合はそれを削除して検索します。 

6文字以降に(が出現する場合はその文字以降は削除します。 

後半(6文字以降)にハイフンがある場合はそれを削除します。 

ハイフンが左から6文字以内に存在していて、更に後半にハイフンがある場合は 

この機能は動作しません。 

(文字数を5文字以下まで省略しないようにこのような動作にしています。) 

括弧削除とハイフン削除では括弧削除機能の方が優先されます。 

後半のカンマや半角スペースのどちらかの場合に削除する機能を追加しました。 
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ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ有無検索 LIB 検索_R*マクロの使用方法 

 

機能 

 BOMからフットプリントとなる型番を拾い、それを事前収集したAltiumDesignerの 

 部品表のデーターベースと比較し、該当する型番の有無を調べます。 

 最初のシートでは生データの修正やORCADのBOMにも対応させています。 

 このマクロの使用方法は複雑でが有用です。 

 小規模なエラーは処理可能ですが大きなエラーは回避できないことがあります。 

 その場合はファイルを上書きしないで再度マクロを読み込んでください。 

 

使用方法 

１， ライブラリーのデーターベースを作成 

  事前に個々のPCBLIBより*.REPファイルを一か所に集めて置く。 

  「既存ライブラリー」シート内の「既存ライブラリー 更新」ボタンで 

 *.PREファイルのある場所を指定します。 

 添え字で削除しなければいけないものがあれば「添え字による列削除」ボタンで 

  処理できます。 

  これが検索対象となるデーターベースとなります。 

２， 個々のライブラリー名の列挙 

  読み込んだフットプリント名は「LIBファイル」シートにてファイルごとに並べてあります。 

  フットプリントがどのライブラリーに帰属するかのチェックや検索が可能です。 

３， BOMの信頼度を上げる事前処理 

 「BOMオリジナル」シートにてA-D列の2行目以降にBOMを貼り付けてください。 

  BOM自体に半角スペースや全角などが含まれる場合はエラーになるので事前にボタンを押して 

  処理してください。 

   また、R1～R3、R1-3などの連続した表記方式の自動修正する機能を追加しました。 

 ORCADの場合は貼り付けないでBOMファイルを直接読み込みと転記が可能です。 

４， BOMの事前処理が終わり精度が上がったら「BOM_Altium」シートのA-D列に手動で貼り付けます。 

５，「Footprintを部品表・結果に貼り付け」ボタンを押します。 

６，「部品表・結果」シートにて「LIB検索・割付」ボタンを押して「既存ライブラリー」に対して 

検索を行います。 

  D列の信頼度欄に記号で結果が表示されます。 

 「個別LIB検索」で「既存ライブラリー」シート内の型番を検索することも可能です。 

  ヒットしない部品はCADにて部品を発行しなければなりません。 

７，「置換」シートのA-B列に型番を記載することで事前に置換をして検索することが可能です。 

８，「BOM_Altium」シートにて 

  「Footprintに検索結果をフィードバック」ボタンで「部品表・結果」の情報をフィードバックします。 

ここからは結果から新ネットリストを生成する工程です。 

元のネットリストと部品情報部分のフットプリント名を差し替えます。 

９， 次に「クロスリファレンス作成」ボタンを押します。 
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１０，ネットリストの部品情報部分を作成 

  「NETLIST_PRT生成」ボタンを押します。 

１１，元々のネットリストを読み込みます。 

  部品点数が同じでないと違うネットリストの場合もあり駄目ですが 

  例外として、電気部品ではない部品(機構部品や箔ズレマーク)などで点数が異なる場合もあります。 

  それを回避する場合はYES,NOボタンで対応してください。 

１２，「ファイル保存」ボタンを押すと両者を結合し生成したネットリストをメモ帳に転記するので 

  ファイル名を指定して保存します。 

追記 

A4bのフォルダを作成した都合でフォルダ名をA4からA4aへと変更しました。 

 

 

 

 



                                     Master-Template の説明  

 
5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                     Master-Template の説明  

 
6

 

 

 

 

 

 



                                     Master-Template の説明  

 
7

回路図から部品配置を行う（Altium sch→Altium pcb） SCh_PCB_PaP_R*マクロの使用方法 

 

機能 

１，AltiumのPCBにて個々の部品を移動させる前準備のマクロです。 

  SCHのDesignatorの座標と相関関係のある位置に移動させるための 

  ピックアンドプレースファイルを生成するマクロです。 

  AltiumのPCBにてこのファイルをロードして実現します。 

２，ただし、ピックアンドプレースファイルに必要なFootprint、Commentの 

  項目はSCHからは出力されません。 

  そこでPCB側から発生させたネットリストを読み込んでその項目に反映させます。 

３，最大24シート(ページ)までの対応で縦x横 5 x 5 方眼となるように配置します。 

  ただし、最初の段だけは左下に基板設計のワークエリアを確保するために横4列と 

  しています。 

  それ以降は左から順に5シートごとに折り返して上に積み上げるような配置となります。 

 隣との間隔XYは400mm,300mmとしてあります。 

 

使用方法 

１，AltiumのSCHのDesignatorの座標をBOMレポートを利用して 

Designator、Designator(X-mm)、Designator(Y-mm)、Sheet名(数字)の4項目でCSV出力させます。 

 この順序だけは間違えないで、Sheet名の項目の有無もチェックしてください。 

 Sheet名が出力されない場合はオプションにてシート名を指定します。 

２，SCH_Des_Pos読み込みボタンでSCHから発生させたCSVファイルを読み込ませます。 

３，次に、NETLIST(PCB)読み込みボタンを押しますが、その前に 

 チップCを半田面実装するなどのラジオボタンを設定してください。 

 その3項目はどれか一つしか選択できません。 

 その配置に対応させるチップCのフットプリントは、Q列に上から順に事前に配置しておいて 

 ください。 

 NETLIST(PCB)読み込みボタンを押すと、PCBで利用可能なピックアンドプレースファイル 

 に変換し最初に読み込んだフォルダ内に*.PIKファイルとして自動で保存します。 

４，PCBにて 

 Tools > Componet Placement > Place From File 

 にて先ほどの*PIKファイルを読み込めば部品が移動します。 
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回路図から部品配置を行う（回路図 PDF→Altium pcb） 

PDF_OnLine_Rマクロの使用方法 

0.機能 

回路図のPDFをアップロードしてその中からデジグネータなどの文字列を抽出したものを 

  加工するマクロです。 

 

1.使用方法 

 ＜ オンラインサイトでの手順 ＞ 

 マクロ内でハイパーリンクしてあるサイトにアクセスします。 

 上段にPC内のPDF出力された回路図をアップロードします。 

 PDFは単体でも複数ページのどちらにも対応しています。 

 PDFファイルを指定し終わったら「Load PDF」ボタンを押します。 

 アップロードが完了すると中段の四角枠が黒から赤に変わります。 

 

 中段にて、複数ページの場合はページを指定します。(単体の場合はそのまま) 

 「Apply」ボタンを押します。 

 

 テキスト抽出が終わると下段の四角形が黒から赤に変わります。 

 CTRL+Aにて、すべてを選択後にこのEXCLEマクロにコピーします。 

 できれば、テキストエディタでファイルとして保存し管理した方がいいでしょう。 

 

 ＜ マクロ自体での手順 ＞ 

 そのテキストを「DATA」シートにA列から順に貼り付けてください。 

 複数ページの場合はA列が1ページでB列が2ページ目のように順次に判断します。 

 「MENU」シートのテキストの「加工と集計」ボタンを押します。 

 (貼り付けたテキストの先頭にページ数を割り付けるので再度ボタンを押すと処理済 

 ということで禁止にしてあります。その場合は、再度の貼り付けが必要です。) 

 「集計」シートに複数ページの場合は結合してA-D列としてテキスト加工されます。 

 

 これを別のマクロに読み込んでPIKファイルを作成します。 
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ﾗｯﾂ出力  Rats_DRC_R_マクロの使用方法 

 

0.機能 

 ラッツネストをガーバーデータ化するマクロです。 

 DRCの未配線レポートに記載されている座標を元に線分を作成します。 

 Camtasticなどのガーバーデータと合成して印刷してください。 

 

使用方法 

1.「Altium designator」のDRC 

 DRCレポートをコピーしてテキストエディタで未配線(アンルート)だけのレポートに 

 事前に編集してください。 

 ハイパーリンクが貼られているので直接EXCELに貼りつけるのは禁止しています。 

2.「DRCシート」への貼り付け 

 テキストエディタで編集した内容を「DRCシート」のA列に貼り付けてください。 

 以前のレポートも残っているので注意してください。 

4.不要ネット名の削除機能 

 G列にネット名を記載するとDRC列から削除されます。 

 (Undoはできません。再度貼りつけることになります。) 

 行の消去は手動で行っても構いません。 

5.ガーバーデータ生成 

 「GERBERデータ生成」ボタンを押すと「GERBERシート」にガーバーデータが生成され 

 ます。 

 この時のD10は0.1mmです。 

 「XYシート」は、それを生成する為の元ネタです。 

6.「Altium designator」からガーバーデータを出力して「Camtastic」でチェックします。 

 そこに生成したガーバーデータをインポートして重ね、必要なレイヤと共に印刷 

 します。 

7.応用編1 (XYシートから直接ガーバーデータ出力する機能) 

 「XYシート」ではA列にネット名が表示されているのでそれをもとに行編集し 

 必要なネット名だけのガーバーデータを出力することが可能です。 

 出力名は「Rats_Edit.gbr」となります。 

 この時の太さのD10は0.2mmと少し太くしてあります。 

 このD10の部分をテキストエディタで編集すれば太さの変更も可能です。 

 この手順を複数のネット名で個別に処理する場合は事前にファイル移動するか 

 リネームしておいてください。 

 手早く処理するにはここでGNDネットの複数ネットを別のEXCELデータに退避させ 

 GND無しで一度生成し、次に退避させたGNDネットだけを貼り付け直して生成することも 

 可能です。 
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8.応用編2 

 ネット名別にガーバーデータを出力する方法 

 DRCレポートを事前に別のEXCELに貼りつけてソートすればネット別になります。 

 前出「7.応用編1」の方が簡単ですが、お好みで選択してください。 

 必要なネット名の部分を貼り付けてガーバーデータを生成後に*.gbrをそれぞれ 

 リネームして管理してください。 

 

 下記にその例を示します。 

 ここで分割 

 Un-Routed Net Constraint: Net GND Between Pad ... 

 Un-Routed Net Constraint: Net GND Between Pad ... 

 Un-Routed Net Constraint: Net GND Between Pad ... 

 ここで分割 

 Un-Routed Net Constraint: Net Net1000 Between ... 

 Un-Routed Net Constraint: Net Net1001 Between ... 

 Un-Routed Net Constraint: Net Net1002 Between ... 

 

改版履歴 

R01  Jan.8 2021 新規 

R02    バグフィックス 

R04  Jan.9 2021 XYシートで編集したものも出力可能 

R05  Jan.18 2021 XY座標に正側のオフセット機能を追加 
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極性・3 端子名ﾁｪｯｸ NET_NODE_CHK 

NET_NODE_CHG2_R*マクロの使用方法 

 

0.機能 

 支給されたネットリストのノードをチェックするマクロです。 

 ネットリストの怪しい部分にリンクするようにしているのでネットリストを回路図の 

 照合をしてください。 

 

使用方法 

1.F列にチェック対象とするREF番号のアルファベット部分を記載します。 

2.ネットリストを読み込みます。 

3.「NET_PRT」シートの結果からハイパーリンクが貼られているものをクリックすれば 

 「NET_CNCT」シートに移動し、赤い文字列がチェックされます。 

4.これを元に回路図とネットリストのノードを再チェックしてください。 
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部品表⇔ﾏｸﾛ名ﾁｪｯｸ NET_NET_COMP 

NET_NET_COMP_R*マクロの使用方法 

 

0.機能 

 支給されたネットリストと基板設計CADから出力されたネットリストを比較し 

 型番などをチェックをします。 

 一見、複雑な表に見えますが設計者自身が確認する分には問題はないでしょう。 

 レイアウト開始前後に利用すると型番の致命的な間違いを回避できます。 

 また、回路図から出力されたネットリストとその回路図を修正したネットリストも 

 このマクロで比較すると変更した部品の違いを比較することが可能です。 

 ネットリストコンバータでの比較やAltiumDesignerのECO機能に頼る前にこのマクロ 

 を実行することにより事前に違いを設計者が把握できるので安心感が持てることで 

 しょう。 

 

使用方法 

1.「NET_NET」シートにて 

 「NETLIST1」ボタンでネットリストを読み込みます。 

 同様に 

 「NETLIST2」ボタンで比較したいネットリストを読み込みます。 

 「比較」ボタンにて両者を比較して「XREF_COMP」シートに表示します。 

2.「XREF_COMP」シートにて 

 黄色なら両者は同じものです。 

 赤や緑であれば異なっているということです。 

3.「置換」シートにて 

 A-B列に記載することで型番を置換して比較してくれます。 

 臨時に置換処理したい場合はD-E列を使用してください。 

 置換対象はC列のボタンで選択可能です。 

 

追加機能 

 Telsis形式のネットリストにも対応しました。 

 フットプリントの比較にてCRを別色で区別するチェックボタンを追加しました。 

 FPの項目にて異なる文字列を青と赤で色付けします。 

  置換テーブルの機能をオフするチェックボックスを新設する。 

 「XREF_COMP」シートにて「エラーリスト表示」ボタンを新設しました。 

 (C-D、F-Gの背景すべてがベージュではない場合はエラーとして表示します。) 

 REF番号が数字だけの場合に対応。 
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Altium Designer Master-Template の説明 

 

 

このドキュメント作成に際して、Altium 及びアルティウムジャパンのウェブサイトなどに記載されている 

内容の他に、以下のドキュメントを参考にさせて頂きました。 

 

Altium Designer Training Manual 

 

 

記載内容は製品のバージョンアップなどで予告無しに変更されます。 

記載されている操作で発生した結果については、一切の責任を負いかねます。 

 

Altium,Protel,DXP,Design,Explorer,nVisage,P-CAD,TASKING,Accolade,CircuitMaker, 

CAMtastic,Situs,Topological,Autorouting とそのロゴは Altium Limited もしくは、 

その子会社の商標または登録商標です。 


